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野鼠 被害 防 除 の 指 針
(野原ﾡ防除に就て 第二W)

技 井上元 J

I・緒 言

木道の#地に釣す る 野取の被審は、 昭和 12 年座に於て 1 萬餘町歩共 被害額 

ttC20高側以.の多せに述したるを遺世と し、昭和13年農ﾡル地方に於ける北 

ﾡ位林ﾡ大合にかて、之が防除登策に関する決証案が上ﾡ可決されたのである。

場にかてはM和13410月21日野取被害防除到策出映合を開仙したが、 の応上 

け以被害情報網の作成提案 とな り、越えて昭和14年1月28日には之が連格修味合 

clc 儿偏的方法を協議 した。その締地各削係T公署格力の下に、昭和13年J以 

降毎常場よ り 北海道野反被害情報網 を 發行 し、全道の原衛傾向を開係公響に

書してゐる。一方場にかてはM和1がﾡ以降5 ヶ年計を以て、従來不明な 

り L野収の野外に於け る 習性 と 林業ﾡ書とのW係に就さ試験研究を開始 し目下継 

税中である。

然るにM和174座 (M和174秋よ り18年ポに至る) の原書はﾡﾡNの地響を受 

け、昭和12年以ボの大被書な り と報ぜられ常は下之が防除登賞にW心で 

める。

本編は双害防除物强化に備へんがた め、林業の第一線に活躍されつ、ある方々 

並に林業紙公者の金考料と して旗 く 頒布せんみため苦者段近迄の研究皓果 よ り

抜幸 し、それに木下、犬间、相澤三博士(順位不同)のimな資料を引I川し組ﾡ

る ものである. 数に前記三博士の来【にﾡし済脇の敬なと厳謝の意を楽する。

※ #の試除研究に常 り種々御指導と御鞭撻と を賜 り *なる服部場」に行ルi場 

に深謝の点を表する。御各種ﾡ験越行に常り助力せられた横二N、A一n、

沖西 正がの三氏に分し感謝のなを表する。



IL. 北海道に於ける銀族とその性質の概要

(一) 品の種類

現作に:北海に於て探集せられたﾡﾡの伴、ﾡ、H、Hﾡ名を記すれば大の 

如くである。 (し千ぬ流を合ます)

• エゾヤチネズミ
Microtinae Clethrionomys C. rufocanus bedfordine (Thomas

Mnrinae
Apem""

Mrus

Rattus

ミカドネズ:
C. rutilus miltad。 (Thomas)

ヒ ノネズミ
A. gcisha (Thomas)

エゾア カネズョ
A.ninu atinu (Thomas) 

アジアハツカネズミ
M. molossinus Temminck & Schlegel 

ドブネズミ (シチラウネズミ )
R. norvegicus norvegicuB (Berkenhout) 

エッブ トネズミ
K. raltue rattus (Linnaeus)

(二)鼠の性質

野量故術彼生ﾡを研究する上にかて、先づ、第一にJなことは、各和Rの 

性を知るととである。之を 簡mに 記述する と 次の如 くである。

(イ)エゾャチネズミ (ベッドフヲルドネズミ)

木ﾡは全道に 多数分布 し、各種の林木は勿渝林木の械’實及農作物を も 企術し# 

業上及も有害である。著者の試験結県ではエソマッ、トドマッ、アカ エゾマツ、 

カラマツ、ゴエウマツ、コブシ、シナノキ、 イクヤ、 ホホノキ、 ヤチグモ、他 

各種の種實を も 企審する。然しと れ锦は風の個間に依り 著 し く その嗜好度 を巣に 

する ものである。

(ロ) ミカ ドネズミ

木ﾡはエゾャチネズミに極似するも新小形であって、前独と略同様の環境に棲 

息する が其個體数は極めて動 く、相海、牧野兩博士に依ればエゾ ャチ ネズ:の1% 
にiせ予現間題 とするに足らない。

第 1 ・ エゾヤチネズミ

(ハ) ヒメネズミ

企道各地に分布し、各団#木、Hu、 等を企する。ネ者は簡前1広の 

ﾡ果カラッ、 ドイツタウヒ、カッラ等を好企する側間のあること及トドッ、 

チウセンゴェフ、キタ コ ブシ 等の極子は 何れの個的 も好fするこ と を明かに Lf 
たが林木のは エゾヤチネズミ 程旺盛ではな い。

第2置 ビメネズミ

(二)エゾアカネズミ(エゾチネズミ)

本ﾡは ヒメネズミ と向機犬然林下にかて和u"を企する も未だ林木を食害せ 

る FEを認め ない。 木ﾡの灯fす るのはカマツ、ゴェッマツ、クリ、トノキ 

カヤ、 ドイツクウヒ、エゾマツ、信州 カラマツ、 オホバシナノキ、 ミ ヅナ ラ、ブ 

ナ、ケ ヤ キ、ミ ヅキ、オ=グルミ "の種u であろ。

(ホ) アジハッ カネズミ

本種は通ﾡ桃地や人 家で見 られるﾡく 小形の』であるが、木道では 木種が濃 

ユーヽ



林上に大審を興へた と云ふこと は聞かな Ve
(へ) ドブネズミ (シチラウネズミ)

本ﾡは許ﾡ人家火は人家にﾡい畑地な どに 多い抑 加 であつて、介の と と ろ木道 

では林木に被火 を與へて居らないが、近勺我1 太に大登生 し農作物に大衛をﾡへた。

(ト) エジブトネズミ

本ﾡは人家又は人家にﾡい畑に多いﾡﾡであつて、地方に依り ドブネズミが 

多かつたりェジプ ト ネズミが多かつたりする。野幌附の人家では木団が非常に 

多い。前種よ り利巧で風取器に中々落ちないで手を焼かせることがある。

以上の 中で平常山野に棲処. して ゐ る ﾡﾡは エゾヤチネズミ、ミカドネズミ、e 
メネズミ、エソアカネズミ、ジハツカネズミの5 種であつて、俗に野原 と 冊U 
てゐる。併 しF ら分類學上ハク ネズミ 亞科に屬す る秋は エゾ ャチ ネズミ、ミカド 

ネズ:の2種であつて、殘餘のものはネズミ亞科に風し、家以の系統に入るもの 

である。兩亞科の白然界に於ける全道的野外棲息の比率は 85: 15なり と報化され 

てがて、後者は比牧的勘い。家量系統のものは不常は林木を企さいが何かのM因 

で個問數が激増すると林木を も食害すると とがある と思ふ。

災するに俗に野ﾡと言ひ家血と言ふもル扱上の書葉であつて、厳裕なW別があ 

る認ではない。家衆も個腌数が多 く な り 人家に食物が候乏すると野外にIて野量 

となり得るのであるから映解のな W校に願 ひたい。

ni.エゾャチネズミの一般習性

(一) 棲 息 地

一般に征地及益多さ 山野を好み、殊に南面中腹以下の土壊膨軟な る土地 を置び 

地下30ﾡ内外のところに巣孔を家ちてﾡ川する。 名はヤチネズミ であるが組 

の混渊地には棲息せず承ろ適潤地に して雨水の停滞せざる土地を好む。※好んで 

範の生する独林地にある拠株や倒木下に巣をﾡむがﾡ期ﾡ裕な朴分下にかては柳 

めて妙ない。 ’

(ニ) 營 単

処は直徑 15～20 ﾡ位の球形であつて、 ※を細判 して作 り 恰 もnの巣を 

する。 を中心と して3～う木の孔道を設けそれを四方にﾡ張述せしめてなるが 

その -ﾡは地 止該ヶ所に開孔してゐる。単は企物け蔵家と居住密とに分かる、t 
普細とするも間一なる場合もある。 融害後地炎に巣を見ることあるは、条期間

の』が:(等か、のM因に伏りi9に不ﾡ諾な状ﾡに証かれた場合に地つたいので 

あつて、降Titよ月つてわたものではない。仙木ﾡの巣は様めて簡mなもので 

あつて誉がの野外仰紀験では一夜につた例が深ある。

? (三)食 性

ﾡ食性であつて、主としてM4を企するも交動物Iをもfする。自然に於て 

は部子、県u、維が、笹類、樹此、裁加、昆 羅 等を 食する も い育すれば燕姿、玉 

ﾡ希、交、小好、お妻、馬鈴薯、人参、牧草、南以の秋子を も好食する。1日の 

例料は何育術内では 10～20 瓦であるが、 ﾡﾡさ野外の何育場地に於ては40瓦に も 

及びたる例あ り、自然に於て活動中のものはに 多量の企を探るが如 く である。

交物を役せる とさ、自己の巣へぶ場合と巣外の迫常な場所に之を田貯ば 

する場合とある。後の場合は地3〜5歯抵超し、 中に企物を貯蔵L抵起 

るﾡﾡ を 川び 元通 り にﾡひ曜す る 性があ る。又こ のけ蔵性は季前的にﾡ県が 

ある。即ち食物を野外に放超し實験せる場合、夏季はﾡりき去らさるも秋より 

冬に向ふに随ひ苦 し く貯蔵性を大する。

木種のル著性は島ﾡ中の ミャマカケ ス類のけ裕性とﾡめて似た ものであり ﾡ見 

せる食物は全部自己の巢に運搬すると は限らず随所に隠ほする。例へば倒木下、 

落葉下に貯減し、冬期間之"をﾡし求めて企するがﾡに自己のル蔵せる もの必ナ 

しも自己の食物となるとは限らない。

(四) 性 能

本和は他ﾡの如 く 依な らさるもょく 樹木にﾡ学 し政は20米位の近田離は地泳 

Lfる。夜陰性なるを以て晝間は我天以外には餘り 外部に出す、夕方よ りを中 

心と し 1 ル至製10米の範回に重 り て活動し企を求める。 通の特ﾡでは及は山野 

の企物ツなる嶋係上に林木を企術する こ とイなるも、秋冬の候企物の隊乏せる時 

c し く 被衛 をﾡs るものである。 4期は地炎 と税 と のm隙で活動 し、盛ん ic



林木を企術し攻は樹体に済ひてﾡ上:にHて、上部の俳桜をもする。時には 

数米の 46 さ の 小技に 全でして食することがある。火『优徹' ¥直 後、卡だ秣 な 

の新仲びざる頃I癌することもある。ﾡ多、分、ﾡ兄は必夕"で行はれる。
エソヤチネズ:を捕獲し米りて、之をﾡ神«は一位の野外制育地内に共ﾡ 

せしむるときは、北性の如何を間はナ正にWして、川の編地とにﾡを 

ひ級し友喰現ﾡが起る。※杯のﾡﾡ例では似令ﾡ物のみをだ分に供給しmく ・ 

長い間には必すこの現ﾡがある。この 友喰現象は極息密度、食物の C 貧、動#賃

, と林物M企物との刺合、野最の狂界性"にﾡ係があろとﾡ..。黑 内に於ける排他 

は層ﾡにはなさホー定の箇所を定めて排ﾡする。

. (五)繁殖

野外」り 多数の野衆を捕獲 し 貝: 胎兒数を 目下期布中であるが、M和1174gの 

資料では工チネズミ の咏殖は野外に あり ては 5～12 月 まで行はれてゐる が、 

懐姙數の般 も 多いのは 5～6 月である. 7 月はﾡじ 8 &10 月頃 Mび増大する。

全期間でも幾"か然ﾡは行はれてゐる ら しが未だ明かでない。 ※者の役せる 

所例では 3 月が 1回あつたさ り である。 木ﾡの一取のﾡ兄製はIM和114〜15年ﾡ 

の例では不14.50～506 頭となつてゐる。 脇つて一ﾡの流行敷は 4～5頭が一番 

多い。木下博士に依れば野辰の發育良好に してもく著殖力をふる ものは62 
日 である。即ち赤生れた野限は同年の秋期に於ては印兄 し得る。受脂期川は17日 

位のものである。 又旗兒期に於け る Il隔 日 数は般短 17 日 で普f通 21～28日位 と 冊 

せられてゐるが、之は個的に依り異るものであるから判然と しない。ﾡつてハー 

野泉は秋ﾡに数回の繁ﾡを線す こ とが略推知される。
イi

• (大) 成長及毒命

分挽直後の仔は約 1 E内外で狼市貴のものでは生後約1 週Iに 日々1 瓦を増 

加する。 初攻膚は淡色で2～3 日 を紙るに従ひﾡさルモを生じﾡ動を始める 

14〜15日でImし、3選I内卜で離孔する. 開眼と同時に歩行する。・刊優は州 

高にﾡ く、行にﾡを解れ る と 親は 人間にﾡみつ くことがある。又本種の生命は 環

- 6 -

k 788日 なるﾡ記鉄があ り凡そ2ヶ年位は生し代るが如 くである°

Iv. 北海道の森林に於ける野鼠被害状況

g (一) 野量被害の清長と被害樹種

北ﾡ道にぬて地林地のJﾡ«が注日されるに至つたのは明治37年頃からであ 

つて大正のボ期よ り 昭和忙u: りては遣林地の増加に伴ひ之が被 書 胡々期おとなっ 

た。M行林に於けるM和 3〜9年造の統計に依ればカラッ、ドイツタウヒ、ヤ 

チグモの被術がﾡも! い. 昭和 6 年度に於ける被害 M 域は奴も廣大でわって、 

5.000町ルに及びJ価ﾡ57.000 叫に増 した。又 も 少いのは 昭和 44庭で北被 

W城 1.900 町歩、損衛額13.400 叫である。昭和 3〜9 年雌に至る 7 ヶ年の不 

均をぐれば被4W城証税3.300ﾡ町沙、被額20.500 Wである。

M和12年座には北ﾡ道にかても野被許の激ﾡであつたで、ﾡ行林5.G1i01 
J行# 5.3197 iに &び被細はい行林のみにて 12 高 5 千 叫之に御料林地方賞 

林を合すれば書に20AN以上にの多さに述した。M和13〜164座の全道民行林に 

かける野双は第 1炎の通 り である。

注 m位以下切捨

第 1 表 北海道 に於ける 野R被調

I和13～16 年\ *
年 摘 被

座 当 ﾡ林地 製 塗 株 地 面 額 見 込 額

昭 和13年度 2.273 a03 72月

’ 昭 和14年座 1,287 3,780 ・ 55.5i6
昭 和15年度 1.751 5.277 77,352
昭 和16年ﾡ 1,909 5,211 10S,340
平 均 1,828 5,073 79,617

M和 13～16 年座に至る 4 ヶ年間の平均被害造林地は 1828F、ﾡ書mitt5,073回 

被衛地込額 79,617 I となつてみる。

2M和 13 年座上 り 16 年度に至る 4 ヶ年間 の平均樹純別被害而出 及見込額は第



3の如く針樹ではカラマツ、 ドイツクツビ、スギ、 トドマツ、 エゾマツ

エウマツ、双樹ではヤチグモ、 ドロ、イクヤの順である。

第3圏 北ﾡ樹岡別野彼省

(昭和け年度より%年度に至る 4 ヶ年mの平均)

部分｝を一加は五状にfし、進ん では供師、樹枝に及び遂に林木た枯死せ しむ 

るに至る. 木は一般にﾡ後数年川は堪もよく企せらる、もそのに仲ひ 

ﾡ大食'の和を滅する。相深博士は第4Nの如くカ ラーッはﾡ求後済その被
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本は被寄の質敷を表はせるもので耐』性の順にあらざる も大間の械価傾向 

が察知考せ ら る ・ のであ ら う。

(二) 彼害木の樹齢

野』が林木を交する状況をﾡ察するに、多く は樹仲の樹皮、柳度及形ル府の

市を増 し3 年目ボ 5 4目も被衛ボ大に して、。 年目 よ り 清滅少す る、ﾡ求 

直後の被省神少 き は制載地が未だ野鼠の棲息少きがためであつて、弟•月 の都道に 

伴ひ野 限 漸次繁殖 しての被事も増大 し、3 4、44、54目は も大となり、
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後は林木成長 し樹皮の硬化を來 し、攻は天敵のり米る"の那によ り被淡少 

する傾向あるととをﾡ省せられた。仙し大被衛の4には10～30年生のカ ラマッ、 

スギ 等が,式々 被害 を 被つた實例に 之 しくない。

(三) 野銀彼害の二大傾向

北流に於け る 野量被術映況を叙楽するに二大ﾡ向が:ある。 (1)を滋提型械術 

(2) を非激變型被害 と 製納す る。 之を 賞例につ さ て設りせんがためり行林に於け 

る昭和124座及びMA134のW別リ被税度別N域崎iﾡをぐれば第 2 炎のiり 

である。

第52 I利I12～13年度内イ林野原社利度別H城mif

二 区 書 中 書 管
•備 考

12 13 12 13 以 12

石 狩 95.20 9.50 155.69 108.48 252.88 182.36 503.77 300.34 i/=ha。

開 振 0 8.63 9.91 22.39 1.98 1.77 11.89 32.79

後志 108.09 01 35.70 9.20 120.98 38.10 26.77 47.30 激=lha
渡 島 92.22 0.85 179.49 3.04 133.87 200.71 405.58 204.60 普舞魏

日 商6 7.93 0 53.55 20.08 295.52 68.24 357.00 88.32 以上。

天 ﾡ 53.55 0 ・ 5.95 0.90 130.90 3.52 190.40 4.42

北 見 195.36 6.00 250.90 15.63 468.08 228.59 914.34 250.22
中=同
10～う0%。十 勝 524.60 42.75

• #
387.75 57.98 281.64 341.781.193.99 4425!

ﾡ 路 588.07 25.00 95.20 0 7.93 7.82 691.20 32.82(
根 室 756.66 0 126.93 0 184.45 0 1.068.04 0

千 ﾡ 0 0 0 11.00 12.89 18.00 12.89 29.00 徹=同

計 2.421.68 92.73 L3OI.O7 248.701.891.12 1.090.89 5.613.87 1.432.32 10%以 Fe

I和134雌は124雌に比し一般に桜"淡少せるが、勝、千島兩國のみは却つ 

てに加を見たるﾡにて、根空叫の如 く 被衛無の状を星せる と こ ろがない。 

斯の如く 根室地方に於ては或期間相當の被害あり、次期 (J間Wは不必) は被衛 

皆無と計ふが如き激變視を普通とする。(第7W参川 勿論何れの國に於ても個 

々の被害造林地について見る ときは、生態地ﾡのﾡ興に伴ひﾡかる現ﾡあ るも、 

剛全間と しcは概何れかの地ﾡに彼密あるは征例の示すととろに しc、所訓 

ak232に さを光る何 向が b る ・

(1)激製卿ﾡ審 , 、二.

改ﾡ剛被衛の發生する根容以i沖I野地の○Mを比るに、へ*(多)、ミヤ 

コザサ(中)、ナラ(h)、 ヤチグモ()、ワラビく少)、ハンゴンサッ(少)、カシハ 

()、 ドロ(少)、 コブスマサツ、 aモギ、 カヤ、 ゼンテイクワ、ハンノキ、 力 

ダモ共他である。ﾡの如くﾡ生簡軍にして野量の企物となるべさ情物の種題にこ 

しいので一野の大ﾡ生を見るやﾡち企物にﾡするに至り、野奴はあらゆる地 

"他物を 食する關係 止勢ひ現介の主地林樹団はイれを川はナ企衛を被るﾡ向が 

ある。

大に野量の企物と朴木の%企ﾡ向を知らんがため野幌口行朴内にﾡ術板を川ひ

1 坪宛の試驗朋を; 没: 過 し共中にカラマツ、トドマツ、ドイッタウヒ、カェジマッ 

クロェゾマッぐがの木 (2～4年生)各5木究ﾡ裁し、(時に野量5ﾡ旅劇し、fJJ 
日は1mにつせ20元 (燕要 10瓦禺鈴*10瓦) の企iを総興し、 翌日よ o1正 

(各2) 究企せしめ6日同以後は企糧を給ﾡせさるとととせるに、ﾡ寄は 

日 より 賢生 し第 s 表の如き結果を 得演栽木の原 ni到区企 tの事は信州 カラマ 

ツ、クロェマッ、 ドイツタツヒ、ブカェゾマツ、 トドマツの順位である。而し 

c 5 林の 中般初に食害を 被つたのは カジ マッ、ドイッタツ ヒ等であつて、之等の 

西皮部が殆 と 金部ひﾡ さ れた後、クロェゾマッに被を 見、次いでカェゾマ

第3 の物と林木傾向にげする試

- 測。 
ミ商木や月日

カラ マ ツ ト ドマツ トインダ 
ウ ヒ

ア ガ千 ゾ
7 ツ

グロコ 
ジ

7/ 19/ 7/ 19/ 7/I 19/I 7/ 19/ 7/I : 19/
A 
基

緊朮雕蔗 霊 聖 聖 監工 聖

L IL メ
爲'山 _

"e g g 5 g g g g S g

お
335 I9/ 1・ 10.0 8.5 97.5 56.C 32.0:21.0 14.5 13.0 6.5 6.5

お 23.0 17/ 2 7.8 6.8 56.0 44. 21.0 16.8 14.0 6.0 s.oi •1.0
お 27.0 I6/I 3 5.0 4.0 59.7 8.7 17.0 6.5 15.0 8.0 6.5 6.5
早 19.5 I6/I 4 7.2 6.2 37.0 25.C 20.5 15.0 1.5 65 6.0 4.5
早

*

19.5 IS/i 5

計

32
33.2

2.2
27.7
842%

18.0
298.2

29.5
163.7
556

15.0
105.5

1 )

11.0
70.3
67%

70
65.0

55
39.0

60%

3.5
30.5

3.5
25.0
82%
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第5岡 み発地Wに於けろ 
ト ドマツ被害

第6岡 風害を被りたる信州 
カラマツ

ツ及びト ドマツに被をた。 ち 

ト ドマツ、アカエゾマツは他の3Hに 

比し好されぬととが判つた。 力 

エ ソマッの企ﾡ開始される頃は野量 

のな食現が起 り 5 ﾡの量は 3 m 
に少し意々 ト ドマツの食ひ设さる 

る頃は5頭の中般も域大なろ川 

随# した。

す る に根室園地方の如 き植 生o 
比徴的簡軍な原野地Kに激ﾡ羽の被 

ﾡが起り場いのは、野製の仙ﾡ数 

が最 R 密度 を 突破す る ic 及び企 

映2を來し、あらゆる植栽木を食ひ 

皴す頃には野Jiiは楽養不友とな り、 

中cは友喰す る現ﾡの起 り 代る 町ﾡ 

性を 多分に蔵する に至り、第2次的 

に は天敵の活動及氣候": 他に く発 

死の結果と思料せられる。

(2) 非激愛型被 害

本道の 多 く の被審は木型を以て現 

れる場合が多い。 非激総被衛 (例 

ぱ10〜30%程度)が毎年累加するが 

如 き林地は野』の松心にﾡする生 

態地ﾡである。 トドマツ、ブカェゾ 

マ ッ 等の被書 の起る 場合 を 觀 る に激 

愛型被害發生地産に多く、非激せ犯 

被害發生地風には滅多に起らないの 

は小實の示すところである。例ば道 

南半島地方の如く ﾡ性比岐的複雑で

あつて、"JN の 食物の 0'ホ•な地依に は ト ドツ、 カエゾツ等の管をない 

のがお如である。この= とは到慮樹師運上元な意がある。

阳根中国地方には近年イ タチが盛んに増地してゐるので海父型よ り非激變型に 

移行しないと も映らないことをお断り しcuく。

联 (四) 濃林種子の凶と眼害我生との閲係

取被役生に開する因としては企物の多、体動物の多3、$生求 

Miの行無、火険等が無げられるが、之等の中で般も近要な關係を冇するのは食 

物の多許である。木州ハタネズミの大我生と竹の開花とのﾡ係については地正 

にふ 渡澄菊治 貝 他の諸氏に依って幾 夕のげ例よ りﾡ納的に設明されてるる。即 

ち野鷹は竹の開花に伴ひ g：AS實を N て 大いに殖するが、次いで起る竹の枯死 

はなに企をなふため大没生せる野量は他に移動 Lて 各部のﾡ木及び提作物を交 

害すると結論されてゐる。

と こ ろで北ﾡ道の野量被は従米の例では征の結質が一向無かつた年でも 縦ん 

に大被ﾡが起つたのである。IA112年座の大被書の場合でも征の大ﾡ山は見ら 

れなかつたのである。ﾡつて従ポは凶作の年に起るとかﾡ作の年に超る とか

設がﾡ 々であつた. そこ で苦力は洪林師子の  助凶 と 取衛 と が如何な るW係に あ 

ろ かをﾡよ12年川のi料を逃能と し調布 して見たのでてる。、根室原野地帯の激発 

戦被ﾡ地ﾡにかて、特に野量 と 關係の深い燃作物た る大豆及ﾡ変並に林木種子た 

る トドマッ、 カェソマッ、ナラ、オニグルミ等を選び、之が改凶との關係を御 

せるに第7lの如くである。殊にﾡ係原野地方はM和12～1S年頃iになつてイ タ 

チ (Nfustcla itattsiitatsi Temmainek) が侵入 し始めたのであつて、それまでは天 

敵たるこのイク の制求 を受けること が と ﾡ無であつたので、此題 を 研究す 

る c は も 適な ﾡ 件 をへてゐたのである。 地方の 行述林地の大被なは

5.6.11. 及び12に起つたのであつて、共消及は農作物たる蕎麥、大豆及 

び林木たる トドマツ.、 カェゾマツ、ナラ、オニグルミ 券の種子の  亶作 と 略一 致 

してゐるさと及 I和. 7.104の 凶作4にはは被術が無かつたと 云ふ こ とはﾡめ て 

興深いところである。

従來非激變型 破 宙地 方 で究明し得な かつた木ﾡ も 激契型被害地風で明瞭に 解

--12- 13 -



つたのである。 ち技も火な大敵係をおに入れないでおした場合、ムﾡ 

ﾡ子の塁凶は野量の被害役生に至大な るル響を叫ふ.る もので野最被術はﾡ作4に 

大に して凶作年には小なる傾向が見られるのである。

とを他方面よ り観察すれば農作物及林 ・の豊作4は天候もょいので野』の

繁死にも都合よ く且つ山野fの企物も最高であるから側ﾡ数は又上 り 映に か け 

第 7 圏 根(野地ﾡに於ける野量被害型生と 
長作物及林木ﾡ子豊 と の関係

りぢ豊 数D 中 taI 中 凶 豊15 豐 t
Z う ・山登 w 中 (4 中

| ラ 中 中 - 中 Bt-I良n 彌 中
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罂
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積

步

合

こ ル 中 & 中 中 中 中 I4 旌 〔 h IAl

ルー 一一！Jf R 被ぎ 而植ル合 -
一大 4

卜
例 二 ,•_鶴 交 -

3 456 7891011121314

番

後

鹿

里

堰

位

斗
) 

5

4
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2
 

1

0

9

8

7

6

ﾡ査年度 <昭和)

て、激增し晚秋及冬期に於て生依物の統にと共に植戏木に然宙を與ふるものと信 

る。以 I: の小實は 非激十m隸害地 W に も適用さるべさ も謀ﾡは比紋的野血のf
物が思7でﾡ』の相Q迫地であるがため及天Aﾡ係に依り激拠型被地ﾡの如く 

北ﾡ向がUに現れない主でのことであるとﾡふ。

之をﾡす る に野広被の増大は濃林証 子のnMと 密接な關係が あ るが、近年木 

道に発生せる徒の細實は對JRにと り ては農林極子•の0作と同様の關係を冇するの 

である。

(五) 笹と鼠害との關係

木道の好 双 被害樹純及純實に關 しては木 ド、相澤岡N士の細なる研究がある

、まだ野量とﾡとの叫係に就て研究されたものがない。米州ボハタネズミの竹 

の開花精賞にﾡする制件及木道野量がﾡ子を企するﾡ然記鉄があるに過 

ない。面して木道の好限被害が抗密生地の刈拂出林地に多く現れることは書人の 

常に 口ﾡするとと ろであつて、征 と 野量 と はﾡ接 不爆なW係に あるものとの考へ 

から、著杯は野機凶行朴にかて重究板を川ひ一の野外竹場を設け1 Kに付 

4 ～5加の野量を放 し之に信州 »ラマッ 外 4 ﾡの針 ﾡ樹木を林ﾡ Lu さ、企N を 
|- ヘナナラ外17種の林木の小ﾡ (A3cm*長30堀) と他の生第を典へて之がの中 

fれが 多 Itに 食せ られるやを1〜3回に1t り 試験せ る に ホ』表の如く で ある。

このﾡ験に使ルせる野』13mの不均ﾡ頂は 25.38正であつて、之が1 日 1mの 

不均宮企を求めたるに 39.19 瓦であった。従求ﾡ深、図子、燕麥网子、馬鈴 

営等を給ﾡした命育函内のﾡ験例ではェヤチネズミ、1 日1mの企は14E内 

外なり と報省されてゐる。渡越菊治氏に佐ればﾡ育術内にかて木州ホヘタネズミ 

(mi30～0瓦) に廿が、馬鈴啓、漕笠粉、歯施粉、玉蜀黍窗を施與 した場合 1H

I mのパ督企は 22,22互を示し、 高557瓦の例があつたと云ふ。 するに 

料、鈴挙の如き茶業になむ物Mを以て、小導間Y器内にて何Yすれば、野』1 II 
のfitは』mの4ノル原闇にてﾡ分なるが巡動にﾡ分なるﾡせ野外側場 

で株木、彼、離は等の如き我物よ り養少さ4を以て簡青すれば野』のm小以 

上の食 他 を 磔する ものなるととが解つた。随つて野外にかてﾡlに活動する場合 

は、 史に多純の食物を攝取することあるべきは想像に難くない。 。
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第 4 そ のD開f*樹H、1及雑4てIす ろ調 

試ﾡ所 野幌閣行林 試【期 I利1154

供試樹聞 
笹及ﾡ立 
類の名ﾡ

-____各, 

ﾡ I [l'1 邪
14/I-21/3/XI

ヤ
モ
モ
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キ
ラ
ラ
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ダ 

ダ
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タ

ノ•
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ア
ッ
グ
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ホ
コ
カ
ミ
ヤ
キ

コ
キ
ハ
ズ
モ 

ト

ノ

ア

グ 

ハ

ナ
,

ッ 

-

シ
ク
ア
イ

シンッバ 
クルミ 

州カゥ～ッ 
トドマツ 
ドイック ウヒ

0.70 i

1.30
0.30
1.50

( 今

L日l-Aok() 3回回k 
政 期 3回共真せる もの 
2 凹 第 3 凹_せろもの 小 好 
-17/X13-21/の均 月 位i

0 0.83 (l) 供試証13y

0
J3ご

0
0.57 0.88 

0
0.98 10 (2)供賞町量

第 1回回 5 ﾡ
4.00 第 2 回 4 印

第3山 4 頭
0.10 083 0.34 II
2.75 2.59 3.12 5 (3)針計が樹のみは
2.23 1.39 9 2～6年生苗木な
0 0.83 用5。
0 0

0 .o "4理調戦調射
0 0.63 長さOcmとす。
0.50 1.55
0.50 0 • (5) クーイザサは
1.39 0.53 1.64 7 ずのみ用ふ。

0 0
0 0 .

10.50 5.65 6.53
3.80 0.52 1.73
4.72 3.24 3.85

ア カェゾッ 
ク ロ エッ 
クマイ ザサ 
ハ ギ
スス平

0.10
4.00
0.40
1.30

0.10
4.50 
0
1.60
3.00

1.30
1.40
3.43 
0.87
3.58

2.57
1.33
6.75

78
87
62

6
 4
 8
 3

V

 6
 3
 J

O

〇 5
0
0

縊

5.58

L
 6
 /
 O
 

〇

8
 3
 2

計 40.03 38.33 39.22

乂溺郷)18 極、針業樹 5、ﾡ1種及継が 2 種を 何時に施興 して 3 回に分けて實 

線したるﾡ果3回共企せられたものの順位は信州カラマッ、クマイザサ、クロェ 

ゾマツ、 ドイツタウヒ、カッラ、 トドマツ、ブヲ グモ、 カエゾマッ、 ミ ヅキ、 

ヤチグモ、コシブラ 等であつて、特に野Jの灯rナ る も のは州カラマ ツ次が 

クマイザザであつた。このことはも注目すべきととであつて、ﾡが野量の企物 

と Lてﾡめ CJ処な地位を 占めて ゐる こと が証明 されたのである。

征の放場に釣する命料価につVては数種の女があ る も、I和I134に 於け る北 

海道J来試動場の調布に依れ第 5 のuくであろ。

--16-
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この表から批察しても、野原の企物と して城が如何に適してゐるかが血はれる 

責藤殳出農耕地に棲息せる好取 も埃秋よ り 冬期に は り てﾡ地に集る傾向があるの 

はﾡ物がられるととと、笹のため外 ょ り保される側係からである。

ﾡつて従米ﾡ地のﾡ携林地に原が りなかつたと云ふ総多の例があるのは 

境擁に依つて好瓜が蹂脚されたこ とと焼林後笹の枚復まで相常の年月 を奨するか 

らと も考へられる。

十業樹の耐取性を見るに野』のも好食するのは信州カラッ、クロェメッ 

ドイックウヒ、 トドマツ、カェ ゾマツ等の順であつな。本木書験例ではク ロ 

マッがドイックッヒ上り被が大であつたが、他のﾡ験では例外な I に信州カ ラ 

マッと ドイ ッタッ ヒがこれ"の"でﾡも野Jに討して別い傾向があることを示し 

た。 葉樹でﾡも好企されたのは、カッラ、 ヲダモ、ミヅキ、 チダモ、 プ ～ 

フコ等の期であつた。仙の双業樹では被書がﾡ験の唯征にWに起つた。之は 

野原の仙ﾡ毎の好に依るためか政は試ﾡ期のﾡからか明かでなV。

以上の比驗よ り して野獄の企物が映乏ナれば大振の樹師は企 うであらうが、 

殊にカラマツ、ドイックッヒ、 スギ"の企物があるとそれをなんで企するﾡ向の 

あることが窺はれる。 ・

(大) 野鼠の異物嗜好 と被害發生 単

前述の實驗に於て明かな るが如く野』とﾡとは硫接なﾡ係があつて、秋より 冬 

の野Fボ少 く 企物の映乏せる と ぎ他地は灯限の食ギ: 豐’常な安機所と 斤ひ得る a 曲 

つc映の候確府生で、#木の幼離樹の少い #地に "つた野ぶは Btar下 にﾡ伏 

された従を食する機命が多いから軍一食物に偏食し勝ちとなる。 とに野量の灯企 • 

ナ る樹団 をMすuばuiにM木を交書ナ るのは然な こ とであって 側 s 耐成性 

ある トドマッ、 カェソマッ等の橘城木が省を誠ることがあるのも時の野 

の發生密庇と 典物嗜好’の關係に戡 くものと考へ られる。
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實際動物 を舉一食物で長 く 1可すると、それに1さてパの紙をﾡすことは期 

行性であつて野退のﾡにかて も同様の傾向がある。議つて根彳必り“也帯に於け 

る ト ド〜ッの被衛の如く、同じﾡ士ﾡﾡでも北地ﾡにないものをﾡれすると原衛 

を被ると とがあるのも首行 し得るのである。勿紛以書の大小は 各純因 rの締合納 

果から現れるもので、ﾡに処物灯だけでル付けられないが、とも つのnな 

因子であ るとと は否定米ない。

(七) 野鼠被害と天敵との關係

野取の天敵と してはキッネ、 クスキ、 イクチ、エゾイクチ、コェゾイクチ、テ 

ン、 イメ、 ネコ、 クカ、ワシ、フクロフ、 ヘビ等を#げ得る。

Errington 氏は 236 mの キッネの門内新物 を 檢在 したところ、その1117仙の 

丹 中に瓜を含んでゐたと云ふ。邦産イクチの企性にﾡしてはm氏及犬制博士の 

調殺告があるが木州に於けるイクチのﾡ期中の食性を調した例ではイ タ F 
107 頭中農を食してゐたもの 11 頭檢出されてゐる。

久本道に於けるイ クの多期に於ける企性調の緒果に依れば 103Wを企 

るもの52例の多せに述したとﾡ省されてゐる。ﾡの如く イクチは野獄を企する 

こ と大なるを以てﾡめて爪必な天敵である。 ’

ﾡも亦野以を企することは知の研Fﾡなるも、木道に於ては冬は会川しぬ 

は死と活動せさるを以て、 効果は前に比し希しく先る ものと思はれる。

フクロ フ類は案外ネズミをする ものである。 約がこれ造ﾡ木と して探! 

たフクロ フ切は殆と双のみを食 してみた。 メワシ、クカ、 トビ、ミヤマカケス 专 

も 修ん で野 fit を 食する ので之 も 極めて m要 な敵である。

然 し本道でﾡ も 活g してみる 天敵 としてはイクチ を4げ なくて は ならない。本 

歌は明治の初年 (今よ りそ704前の) 偶然函命近に移入したものが土済しそれ 

か ら段々北方へ战散 したのである。(大ﾡN士設)治364には渡めW一Wに分価 

してな ら じv。ﾡ際者がはり治424に西価市内でイ ク チを捕進 した起除があ り 

その頃1函価附には多数継心してみたとと を記憶してゐる。

渡島國のイ クチは険道線路、海岸、N川、人道に沿ふて北上 し大正：； 年に は Y 
く も札幌附近で捕獲され、大正8年iに石が不野全般に分れした。 北処へはM和

i8_

2～8年頃びとも」いへのが:入つたらしい。ﾡ守岡へは昭和11～12年頃よ り従入し初め 

逃在全道に分したのである。

*Rの E 皮は 非常に紙殿が よいので、紙前は 凡そ 1n期に 7 A枚位の生があつ 

たとはれてゐる。 1枚う叩とすると会牧入は35億Nであるから之が入はハ守 

の W入と しては居施にならなかった。而して木耿の牝は全道的に捕 想 を禁止し 

で増強を岡 つてゐるが、牡tのみは原衛の少い地方では迫なに抑ﾡせしめる方針が 

とられてゐる。政在は北、ﾡﾡ、製路N一叫がイタチの禁環ﾡ域に指定されて 

ゐるが然し朴業家の立場からる とな分会述のイ タ は牡を も捕想球止が望ま し 

い。

V.防除對策

野R被ﾡの防除門ﾡにW し以在探りつつある版ﾡを違べん。

(一) 野鼠被害情報網

ﾡ米野取の全述的被審炎に開する資料なか り しため、自然防除の徹底を期し 

Hく今ロに及びたるを世と し、各T公科の協力を代てﾡ和14年9 月20H第1回 

Mm194Je北il野退被衛調戦省を &刊せるが、現在は第 4 回昭和 1G 年度分 ま 

c 門行済Fである。仙今後術年継制の であるから 各位の御協 力 を 岡 ひた いs

(二) 野外に於ける野鼠の習性調査

会道条像5Kiに一地方をﾡび、数和の生ﾡ地Wを設述し、定期的に断量を如 

・ し識の.に依し、に移動性及町』の企物を調してなる。同時にW塗多致の野 

nを揃ﾡ L野外にかけるﾡﾡ期及脇処数の劇を行つてわる。現在までの試験精 

県では yャチ ネズミ は特然な場合を除いては大移動は行はい もの。 如 く で あ 

る。 ,

4に積卜下では移動は行はれ難く、共活動範固は淡 しく 制限せられ 自由に食 を 

f らtれなV納4e#山い地のM生の製化に幽じ4生活依件が団かるので、政時は 力 

ラマ ツ、 ドィッタッと、 ス*、 Yチグモ 等の みな ら す比峽的耐出じめ る ェジ マ 

ッ、カェソーッ、トドマツ等をも食害するに至るものと思ふ。
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(三) 野量彼害察試験

滋裁刷被"地Kたる根旧il｛野Fにぬて本略山行小である。 米北沿通に 

かけ る野量瞬除は 兵mに作期ﾡ"ル後の原被精果にﾡき、秋馴西断Xﾡ
秘度に相座せるﾡ除府の撤布を行ふ.を常と し、製除にiとも派必な被ﾡ向の制 

定政は被書楽等を充分行はさる純県、往々無駄立顕除拠を投じた例が生 じ 
・

た。前止の如く 激2被我生地Wに於け る 被/像察は極めて 朮,然な る を以て日

ド野風の捕獲法に依 り 之が战 恩 の方法を すべ く か 力iであ る。

次に昭和 M 年度以降全道の各關係官公者は相協 力 して、年の秋期に於ける野 

取の棲息数 多寡を 資楽 し経 さ、翌作の被賞統と比徴到照せるに第 6 炎の如く町 

mり中することが判つた。

第6炎 野瓜被害擁察と實績との比彼

年度
夏露 

多

秋に於 
安団名件ﾡ

裏年での 資

件 動工面 二町 風区金画少 件 区 面i
13 ..... .. 2.273 6.025 77.232
14 24 132 575 2260 1.287 3.780 55.516

15 63 78 559 1676 1.75! 5.277 77.352
IG 39 135 988 2995 1.999 5.211 108.340
17 69 81 I028 2995 二 ■ 一

ち前年旋よ り後行が (少) いと即吿せる關係官公害の數が多いときは唯比献 

は前年度よ り 少い。例ば昭和144雌につて見ると144秋に於ける資染路名数 

(多)(同)の和が(少)よ り少く して被ﾡは13年雌よ り少なかるべしと懐想せるに 

果せる 哉共被害は件數而精共激減を 示した。154雌は(多ゝ(I)の和が()よ り大 

c して前年座よ り 被害大な り と豫想せるが、矢張り その年の冬は被害が前年度 t 
り大であつたのは注目を要する。火164雌は前座よ り少なかるべしと背畑る 

がm税に於て干少せるを示しだ。17年の秋には(多ゝ(間の和が( 少)ょ り並か 

に大で174の各は大審あるとと を背祭したのである。これが’實害はU F刷 

で8～9月 頃iに非 ざれば明瞭 とならな いが:各地の情報 を 株合すれば大 あるもの 

とされる。

以上の如く 像察とな績とが可成 りょ く 適すると とが判つたので、今後は午W 

一 係官公署が秋期に ぬけ る野風の機息狀況を線察せ•る；結：界を屮 に件 し、 央は

_ 20 _

これをeにI ダの茶バR想を樹立し、各明係公者に報し以て秋期に

ける防除のを期することが大切であるとﾡふ.,

(四) 殺鼠剤に関する試験

ェ ッャ ア ネ ズ ミ の【除用と して般 も 紅済的に して 行効対切な るものを 処すべ 

くMlであるが諾場はK』や和14年9 月諾場時代第22映をて媒破パ リコッ 

ム剤の他川法に脚する試載精を炎した。野量ﾡ除ﾡに開しては木下、ﾡ澤ﾡ 

博士の研究飛前も あ るが仙此方miの分野は介後の刷研究にﾡつべさ ものが地く 

ない。

(五) 天敵利用に依る除防法の應用

相澤博:に依るに天敵たるﾡチブス1(レフレル歯)の利用は= ゾャチネズミ に 
/ し無効な る も イタチ &他敵心映の保離殖を口る と と は極めて公効である。

&t中イ ク チは(に遊べたるが如 く 特に行効な る を以てﾡ局は ﾡ4北見ー イタチ 

のm禁止を行ひI14和4には何野ﾡ容N岡一聞を も抽輩媒止ﾡに指定 した。t 
イ ク 干期は密發を 県に取締る様にし、特に掃器 (例ぱ竹筒 A) のHﾡに伏つて 

は化イ チもﾡされるのでこの方面のR締も特に和なすべさこと 、思ふ。

VI.防除法

野の瞬除は行年の町原被衛情領綱 (標察を含む)を参川し、全道ヴーパに 

行よと とがま しい。4特に野原の被守は征ﾡ征及県作4に多いﾡ向があるから期 

か・る4は林業劇係裕はﾡの松心状況に注なを挑ひ布 もy状に松心敷多さと さは逸 

iくW係Tr公署にがま しい。し年の秋よ り冬にかけて県書多さﾡ向制 

明せる ときは下記の各独方法を極力應川 してH米るだけ被守のﾡ淡を計るべきで 

ある。

(一) 林業的防除法

(イ ) •造林を 行ふ際は地招: を 丁がに し、征や雑の刈挑物を林地に残せしめ 

ないこと。’林地を淌潔に し野鼠の棲息 し難い様に しcu く こと は防除」：極めて道
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処な ことである。路つて山大の成がない量#地な らばﾡﾡ地#をなす - と は取 

防除上行利である。仙ﾡﾡ地は特に山大の危ﾡ少さ秋ﾡに行ふをげと Fる。

(a) 被術のばあるﾡ林地は毎年全刈を励行し、刈挑物は川米るだけ林外に搬 

川 レ量の殴地所を無く するとと。火件地が密閉 L F小がめ く なれば阳")附け 

が転改される。

(ハ) ﾡﾡメは塗刈に依つて笹を除ﾡするととは第」mにかて退べたろ如く、 

y製の越多企物たる雀に大なる女際を米すを以て、野ﾡの従心にﾡさるに否る 

締媒自然に製害が幡改されるととになる。

(=) 地林地に放ルを行へば被ﾡ少しと云はれてろるのは、居 のため笹が食ひ 

荒されるのみならす、野泉の抵Q. 地が混歸で蹂顕されロ;邨 で、これは塗刈や機 

却と同一理である。路つて放期を行つてだ分征やﾡを除去してから地#し、 

後 もﾡ救木を損仰せさる秘度の放ルは取害防除 上有効なる ものと思ふ。

(*) ブナ、クリ、ナラ等の大核種子はﾡ地に山接下ﾡする場合は秋とせナ 

括とすること。イすれば先の被ﾡを受ける期川が短いからである。ﾡかる 

場台練宋柳栽に依る造林法があ る。(場時報第6 ﾡ参川

(へ) 被衛激に して將來 も こ の机あ る 場合に は植栽樹林の變更 を行はなけれ 

ばならない。企害を受けた樹ﾡと一のものを初ﾡするのは、"び被衛を繰以さ 

れ る 良が あるから H得 る映り 被衛のﾡい樹種をﾡびて神ﾡナ べきである。4特に 

北道の主樹ﾡ る アカ エゾ マツ、トドマッ は比核的耐製性に高むをJてN布 

林公ダ林侬の造林には屮分がない。 州 ラ マ ッは生長がいので、一般側間向 

きの樹種ど して盗んに弊聞されてゐるﾡ係上、民間の造林地は双 公が-倔 大た る 

傾向がある。

當場試験場権吿第11就に依れぱ一般に風害に制り易いカラマツ類でも林川に依つ 

て被衛種座が県 り隊洲 ラ マ ッの彼 100 %の と さ行州 ラ マッ70%、千島カ ラ 

マッ45%、例ﾡカラマツ25%となつてみる。ヌ楽が野幌員行朴内逃朴地に於て 

M和13～14年座にり#下に於けるラ マ ッ期の 制•風性を試験せる結果 は第 8 
圖の如くである。

ち信州 ラ マ ッ被審28～31%のと き、千鳥カ ラマツは 0.5～5%、期師 ラ 

ッ 4 %であつな。然るに從來千島カ ラ マ ッはイ州 ガラマッょり 生長が多少劣分るが

ドにぷける カジマ ヴHX別リ管

試地 野幌岡林参施殺ﾡ 
試期 I5/ 2598-2バ 2599.

凡 例

□ﾡ本執

□コ 渋書本ﾡ

9 株省中

故に、 、般に普及されなかつた怯みもあるが耐双性の世から見れば中分なく、郷 

止に近い棋ﾡ地方やデ谷地方の』寄ある逃林地には州カ ラッ上 り 寧ろ 附艮 件 

cwむ千ぬ カラーッ をすべさ であると ﾡふ。

(二) 物理的防除法

(イ) ﾡ衛しき林地のWや内部にはW 1 尺、深さ 1 尺位の満渊%を掘 り 

それをﾡ々にﾡを如めて置く と自然に野原がﾡ死し可成り行効なものである。こ 

れ は野 JN は夜陰性の動物 で 门 然界に ぬて は笹維等の積(物 Fや倒木下な ど の物 

険に消ふて行する M 性があるので誘静溝を掘る と それに沿ふて行する傾向が 

あるからである。ﾡつて所xにﾡﾡ盤や石油材などを抑めてく と、そのHc多
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数の野』がF しC友"を始め非に行効となるのである。ﾡ用変や行i油ﾡがな 

い場合は土壊の件賃に依つては深さ 2 尺位の曲孔 を。っただけで も ﾡの効は 

あらう。

(ロ) ビール場の上部を切所 (入ロょ り 1寸下附近) し、これを械件地Iに 

ic堀設 し入ロを1 寸和外部にW し置くと、は よ く 入つて死する ものである。

(ハ) 各和の係路を数置しとを抑ﾡすることも行効である. これには金綱製 

政簡、ポロジントラップ、自動捕ヌ器等がある。

(= 市uに於ける被をﾡ防するにはMIIiにHjﾡt1山［なる清(I及深さ2八 

位のもの) を掘 り て鷹の侵入を遮断する こと。火満内所々に地を加め載は穴を作 

りて原を落ち込 しめる方法もある。 '

(ホ う 種子のル成 を な す場介は必ず衆宮 を R想し之が守を 被らさ るに エ共す 

べである。乾燥して*支へない ものは少量なれば袋に入れて吊 ド げ、多のも 

のは発や縦に入れて貯蔵するとよい。

(三) 學的防除法

(イ) 幼齢木の幹に楽品をﾡりとがﾡ企を防ぐことがあるが、現までのル訓 

cはクールを塗布するのが比似的効果がある。

(") 栃ﾡを川ひて脚除するのは現も行効とﾡはれてみる。従米木道の野 

最曜除剤 と し質験 さ れた 加例の種加 とェヤチ ネ ズ ミ の最少致量 を iす ると第、

7 の如 く である。

第7 エゾヤチネズミ1 UEvと少致に 

(相澤博士に依る)

殺取剤可別 ﾡ少致 死 雄 夜量卿 間別 最少致死量

ﾡﾡス ト リキ=ーネ
g• 0.001 '1 最 敵 0.01

亜 比/ 酸 0.05 安全減風 0.05
猫イラズ 0.005 ッエリオー 1-2(tw)

炭酸バリュウム 0.03 界 永 0.002
コロリン 0.05 市 酸 加 却. 0.005

以上の中も行効で紙済的なのは仰酸ス トリ キ=ーネであつて、支ルF製 

前ﾡはんに使用されてみたが、後ﾡス トリキニーネの橋久が困ﾡになつたの
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で城酸バリ ツ "をこのf川品に代川してる。亜ﾡ代闘「も 亦曦々 使用 されて 

○る。 k他の楽府は今のととろ超祈的でないので大町ﾡの並林地に略川し選い。

ルー、例ﾡス ト リ+=ーネを主用とする設ﾡ用の製法法

#材 崎好物 0.025延(1け)、町ﾡスト リキ=ーネ 3～5瓦

町統ス ト リキ=ーネは水に超済性なるを以て水3合5/く曲交粉1外を叫子となし 

fる燃) ・に3〜ラg合会る割合にて之を熱漫にi油となし、ﾡﾡス ト リキ=ー

ネのﾡき苦味をるI的cて ウッカ り ンの少量を投入す。この油渋をﾡ交粉に 

和 し練り闪め図 f1 仙町ﾡス ト ッ ト=-ネのi を行すナる如く、 ち

締ま物 1上 り3000 側のM子を別製する。(相澤博士阳方)

ニ ぬﾡベリュウムをも主用とする殺R剤の製法

次酸パリ ュ ッム合行役原州を劇製するにはﾡ交粉を主と した場介とガ粉を 主と 

した川合と あるが之が居方は次表の通 りである (常場時W第 22 典參照)

ど破リ ュ ツ ム合行州のﾡ方 ( 1 E り )

炭ﾡバ リュウ ム含有改小闘子の以方

- T 分 狄
名 解」 分 k1ゴ " t No. 1 No. 2 No. 2 No. Z

米 ﾡ
g

500 500 米 ・
E 205

的 変 粉 200 200 笹 、 粉 400 400
大豆ﾡ粉 100 1oo 成変初 400 200
炭酸バリュウム 200 200 景酸バリュウム 200 200
黒砂N 80 — サツカリン 0.6 0.6
サツカリン 一 0.6 権 映 OS め 40
株映B 40 40 水 480 4S0

水 約 480 約480
・・

訓り製法はづ粉ﾡと炭破パ リュツムをょく e和しit く ・ーガ林状ﾡを熱湯O瓦 

c投じ、溶解するを待ちて更に黒砂柄又はサッカ リンを投じて溶解せしめる。

c の 液 が 少 し く 冷却 した頃1を見計ひ、前mの粉に投入 し貴くﾡり同めた後、適な 

のさに延ばし、 に之をﾡﾡ丁にて所定の大ささに剥みて錠州となす。錠 

の天ささは 0.5元と し木州1Eよ り 2,000浦造る ことが出來る。 銃州は火にて 

焦 げざる程度に乾燥する。本刑は徹被宙地では 1田然 り 2,0000、 被t地では 

3.000～4,000M、激衛地では 5,000～6,000 仙を 1回ル至 3 回に描布すればよい。
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(ハ) 必州撤布の時期及状領。H JN は積"•期間中 北活動を M 未せ られ9 除地城 

内c入り來るとと附通なる場合多きを以て、ﾡ剤撤布の時期は税【前が望さ I 

い特に時期を失 しない様に注 您 しm雪よ り少しく 時ﾡをめに施興 した方がよ 

く、ﾡりﾡくなつて2に見ﾡはれたため撤布し利なかつたなどと云』ことの無い 

様にしたいものである。火秋の初から被ﾡある場合は、随時栃府を施興! <a論 

すべきである。剤撤布量 は被杏造林地に平均に分配されるやう に人大をか助す 

べきであつて、人夫の通行し場きﾡ所にのみ多に撤布し、他をみざるが如き 

は般も排除すべきこ と ・&.。仙激愛帰被省地Mに於ける役ふ剤州はﾡ楽を光分に 

行つて撤布することが得ﾡである。

(四) 生物的防除法

(イ) 野以をﾡ企する場ﾡ(例ばイクチ、 キッネ、蛇、フクロ 、9カ、トビ 

等) を保護殖せしめるとと。特にイクチの如きは具血に抽ﾡを供示するにと" 

生 らす、離島などの激宙地へは、他よりイク チを積ﾡ的に移入放0すること も- 

方法である。

(") 野以チプス商聞子撤布に依る盟除法はて本道のェゾヤチネズミに川ひ 

られたと とがあるが、発32〜60%秘慶で者し効巣が無かつた。最近相 打 

N士は レフレル (Iofrler) 氏歯を以てエ ソヤチネズミ をM除す ること は不 可能な 

ことを確められたのみならす、本ﾡは家市及人類の衛生上行害なるものとせらる 

・ に至った。然 しこの方法は現在木州産のハ クネてミ の除に到 しては代: んに行 

はれてみる。尙令老迄に記すると、これまで日木に輸入された以チブスmは次の 

三種が著名である。

(イ) レフ レル氏歯 Bacillus typhimurium Loffler

(") メレシュコフスキー 氏歯 B.t.m.Meleschkowsky
(ハ) グ=イツ氏崎 B.mtin Danysz.

vm. 結 び

以上野』の背性 と 林業被害發生 と の關係並に防除對策及び防除法に就て述べた 

が、署者はこれ等を以て萬全なり とは考へてゐない。まだ幾多研究すべき分野が 

炎されてる。

北の』は今後破時下に於ける埼代に仲ふ.監林Mtの拡大と共に年々 多少 

○埼減あるも繰地され、J川にかてﾡ作、相鮎貴、無べ、 犬敵の増等の期響に 

依 り時 々 大ﾡが我生す るものと 考ふべ さである。

林ﾡ家は c のllic して出來る だけ 大被を歳知 し防除津を強化 し被害の軽減 

を口ることは木道の交林責滅維持確保の比地上 り絶対的に必要で ある。ﾡつてR

防除法の研究は今後も大いにﾡ張し、各事門家は共々の立場よ り格して、6 

め越切なる方法を 山すべさである と題よ.。

ﾡ 上 椚 も すれば只に殺 H 削の如を もの ・ みに伏すナるﾡ向あるは渋だ述世であ 

る。例ば納本の際業は勿論注射、映入、当布、榮「 ミふ如く越ゆるガをﾡ 

川I て相氣を克服するが、取上の場合に於て も 同様であって、梨の外事情の許 

ナ映り継ゆる貴法をﾡ用 してこそW除の高全を期し得るのであるから、断かる大 

の年はW係者は大いに張切つて熱とな式とを以て防除のぬ全を間されんことを 

切する。
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